
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

年⾧児になった途端、「クラスのみんなで」とか「グループごとに」など、難しい保育を求められ、担任

も年⾧児クラスはこうあるべきだと意気込んでしまいがちですが、一人一人が活かされてこその協同で

す。 

 
 

保育者は、子どもが自分はこのグループの一員で、このグループに必要な存在なのだと「必要とされてい

る感覚」をもてるような関わりや働きかけを心掛けましょう。 

   


